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1.はじめに 
 

今回更新した Ver.8.6.0.0 では、①平成 29 年度改正への対応と②介五郎の機能改善を行っておりま

す。本マニュアルでは、このうち②介五郎の機能改善についてご説明します。①平成 29 年度改正への

対応につきましては、別冊でマニュアルをご用意しておりますので、そちらをお読みください。 

 

■介五郎の機能改善 

 介五郎がより使いやすくなるように、以下の改善・機能追加を行いました。 

 

 

  居宅 訪介 通所 福祉 看護 小規模 療養 

＜基本情報（台帳）＞        

 社会参加支援加算の既定値設定 ●  ●     

 主治医・医療機関の入力項目追加 ● ● ● ● ● ● ● 

＜計画書＞        

 計画書等の参照画面の機能改善 ● ● ● ● ● ●  

 目標期間の一括設定ボタンの追加 ● ● ● ●    

 訪問介護計画書への総合事業サービス

の追加 

 ●      

 モニタリング表の印刷項目の追加 ● ● ●     

＜利用票/提供票＞        

 データ作成済を表示する記号の追加 ● ● ● ● ● ● ● 

 取込画面の機能改善 ● ● ● ● ● ● ● 

＜日報＞        

 ブッキング判定の切替オプションの追

加 

 ●   ●   

 日報入力での枠外入力方法の変更   ●   ●  

 担当者空き情報一覧の印刷様式改善  ●   ●   

 （小規模多機能）日報の印刷条件指定

の整理 

     ●  

 サービスコード未設定の対応  ● ●     

＜出力帳票＞        

 特定事業所集中減算集計表の印刷様式

の改善 

●       

 マスタ出力時の出力データの改善 ● ● ● ● ● ● ● 

 （利用者負担入金管理）請求書/領収書

の印刷方法の追加 

 ● ● ● ● ● ● 
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  居宅 訪介 通所 福祉 看護 小規模 療養 

 （医療看護）高額療養費現物給付額一

覧の追加 

    ●   

＜小変更・補足＞        

 総合事業サービスマスタボタンの追加 ● ● ●     

 短期入所療養介護（医療）の項目表示

の改善 

●       

 更新タイミングの設定項目追加 ● ● ● ● ● ● ● 

＜記録簿共通の変更点＞        

 利用者の提供情報表示  ●   ●   

 抽出条件での利用者 ID 指定  ● ●  ●   

 キャンセル・欠席時の背景表示  ● ●  ●   

 レコードセレクタの手入力対応  ● ●  ●   

＜訪問介護提供記録簿の変更点＞        

 総合事業（A3・A4）記録対応  ●      

 訪問介護計画書作成日の自動設定  ●      

 連絡事項の一覧印刷  ●      

         

＜通所介護提供記録簿の変更点＞        

 総合事業（A7・A8）記録対応   ●     

 枠外入力の追加（オプション機能）   ●     

 連絡帳の追加   ●     
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2.介五郎の変更内容 
 

2-1.基本情報（台帳） 

 

2-1-1.社会参加支援加算の既定値設定 

 

通所リハビリテーションの社会参加支援加算は算定要件を満たせば一律に算定できる加算です。そこ

で中重度者ケア体制加算と同じように、事業所台帳に同加算の設定項目を追加し、先に設定しておくこ

とで加算を一括算定し、個別に入力する手間を省略できるようにしました。 

 

＜事業所台帳＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

社会参加支援加算 「あり」に設定することで、社会参加支援加算を自動で算定するようにします。 

・「1-なし」＝加算を算定しない場合に選択（初期値） 

・「2-あり」＝加算を算定する場合に選択 
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＜社会参加支援加算の設定＞ 

 

① メインメニューの事業所台帳をクリックし、

事業所台帳画面を開きます。 

 

  

 

② サービス種類を「16-通所リハビリテーショ

ン」にしておくと、右列の「社会参加支援加

算」欄を変更できるようになります。 

  

 

③ 加算を算定する場合、「社会参加支援加算」欄

を「2-あり」に変更します。 

  

 

④ F9 登録をクリックして登録します。 
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【設定の反映】 

加算の設定を行っておくと、提供票入力で通所リハビリテーションのサービスを入力するときに、自

動で社会参加支援加算のチェックが付き、加算が算定されます。 

 

①サービス内容入力時に最初から「社

会参加支援加算」のチェックが入る 

 

 

②サービス内容を確定すると加算の行を自動で作

成する 
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2-1-2.主治医・医療機関の入力項目追加  

 

 利用者台帳に主治医名や所属する医療機関名などを入力できる項目を追加しました。入力しておくと

各サービスの利用者状況記録に反映させて、入力の手間を減らすことができます。 

 

 

 

【訪問看護システムをご利用のユーザー様】 主治医名・医療機関名の入力場所が変わります 

この変更にともない、これまで訪問看護システムで主治医名・医療機関名を入力するときは「医療情

報」画面で入力していましたが、それを他のサービスと統一します。従来の入力欄を削除しましたので、

以降の説明を読んで、今後は「拡張情報 2」画面で入力してください。 

 

（変更点） 

①「医療情報」から「看護情報」にタブの名称を変更しました。 

②医療機関名・主治医名を入力する場所を「医療情報」画面から「拡張情報 2」画面に移しました。 

③②にあわせて、医療機関の連絡先を入力できるように変更しました。 

 

【変更後】 

●「看護情報」画面 

 

●「拡張情報 2」画面 

 

【変更前】 

●「医療情報」画面 

 

 

 

注意！ 

項目なし 

項目なし 
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＜利用者台帳－「基本情報 2」画面＞ 

 
 

各設定項目（関連項目のみ） 

項目名 説明 

医療機関 主治医の属する医療機関名を入力してください。 

住所 主治医の属する医療機関の所在地を入力してください。 

 

クリックすると住所の入力補助画面が開きます。市町村名を選択していくと、郵便番号

を自動で入力できます。 

主治医名 主治医名を入力してください。 

TEL 主治医の属する医療機関の電話番号を入力してください。 

FAX 主治医の属する医療機関の FAX 番号を入力してください。 
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＜主治医・医療機関情報の入力＞ 

 

① メインメニューの利用者台帳をクリックしま

す。 

  

 

② 入力したい利用者を呼び出し、「拡張情報 2」

タブをクリックします。 

  

 

③ 医療機関名・主治医名・住所等を入力します。 

  

 

④ F9 登録をクリックして登録します。 
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＜利用者状況記録への反映＞ 

 

① メインメニューの利用者状況記録をクリック

します。 

  

 

② 基本情報１／２／３をクリックします。 

  

 

③ 「基本情報 2」をクリックします。 

  

 

④ 画面下部に利用者台帳で入力した医療機関

名・主治医名が反映されます。 

 

反映されない場合は⑤をお読みください。 
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⑤ 【状況記録に反映されていない場合】 

利用者状況記録に反映されていない場合、「医

療機関名称」欄の右隣の台帳読込をクリック

してください。 

  

 

⑥ 処理確認画面が表示されます。はい(Y)をクリ

ックしてください。 

  

 

 

 

⑦ 台帳読込を実行することで利用者台帳から情

報を再取得し、台帳の内容が反映されます。 

 

 

  

反映 
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2-2.計画書 

 

2-2-1.計画書等の参照画面の機能改善 

 

居宅介護支援の各計画書類および各サービスの計画書のデータ参照画面の機能とレイアウトを以下の

ように見直しました。 

 

・見直し日基準で計画書等を確認できるようになりました。 

・各月ごとにデータのある利用者だけを絞り込むことができるようになりました。 

・参照画面を印刷することができます。計画等の見直し予定表としても使用していただけます。 

・担当ケアマネージャー（＝担当者 ID）で表示を絞り込める機能を追加しました。 

 

＜データ参照＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

管理日 

計画見直し日 

表内の日付は、上段の日付が管理日、下段の（ ）で囲んだ日付が次回計画見直し

日をあらわします。 

（例） H29/02/27  ←管理日 

   （H29/05/27） ←次回計画見直し日 

管理日基準 登録した管理日を基準に表を並べます。 

見直し日基準 次回計画見直し日を基準に表を並べます。 

全管理（見直し）

日を表示 

過去に作成した全ての管理日（または見直し日）のデータを表内に表示します。 

最終管理（見直し） 最後に作成した管理日（または見直し日）のデータのみを表内に表示します。 
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日を表示 

次回計画見直し日

チェック 

チェックを入れることで、見直し日が近かったり、日が過ぎているデータを確認

できます。 

担当者 ID 
▼をクリックしてケアマネージャーを選択すると、表示するデータをそのケアマ

ネージャーの担当分のみに絞り込みます。 

並べ替え 利用者名の並び順を利用者 ID 順にするか、かな順にするかを切り替えられます。 

絞込 チェックを入れると、その月にデータの無い利用者を非表示にします。 

 クリックすると、表示月を 1 ヵ月新しいほうにずらします。 

 クリックすると、表示付きを 1 ヵ月古いほうにずらします。 

 クリックすると、現在の月を表示します。 

 クリックすると、参照画面を表形式で印刷できます。 

 クリックすると、選択中の管理日（または見直し日）のデータを呼び出します。 

 

＜見直し日基準で参照できるメニュー＞ 

サービス種類 説明 

居宅介護支援 
居宅サービス計画書／アセスメント入力／介護予防計画書／介護予防アセスメント 

／認定調査票 

各サービス 

訪問介護／通所介護 各介護計画書／利用者状況記録／モニタリング表 

福祉用具貸与 福祉用具サービス計画書 

訪問看護 訪問看護計画書 

小規模多機能型 小規模多機能型計画書 
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＜見直し日基準でのデータ参照＞ 

 新しい参照画面でできるようになったことを説明します。 

 

① メインメニューの居宅サービス計画書をクリ

ックします。 

 

 

  

 

② 画面上部の F5 参照をクリックすると、参照

画面を開くことができます。 

  

 

 

③ 参照画面では新たに以下のことができるよう

になりました。 

〔絞込オフ〕      〔絞込オン〕 

 

 

 

 

 

 

 

（基準日絞り込み） 

・ 各月の上部の「絞込」のチェックを入れると、

同じ月にデータの無い利用者を非表示にでき

ます。 
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〔管理日基準の場合〕 

  

→管理日（＝上段）を見るので 2 月に表示 

 

〔計画見直し日基準の場合〕 

  

→見直し日（＝下段）を見るので 5 月に表示 

 

（基準日選択） 

・ 左上の基準日選択欄を切り替えることで、管

理日を基準に表示するか、次回の計画見直し

予定日を基準に表示するか、表示方法を切り

替えられます。 

 

（例）管理日 ＝2/27 

見直し日＝5/27 の場合 

 

 

〔空白枠をダブルクリック〕 

 

 

 

 

〔見直し日基準で表示中〕 

 

 

 

 

 

（ダブルクリックの動作） 

 

・ 空白の枠をダブルクリックした場合、クリッ

クした月の 1 日の入力画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

・ 表示する基準日を見直し日にしている時に日

付をクリックすると、見直し日の入力画面を

開きます。 

 （例）管理日＝2/27 見直し日＝5/27 

    →5/27 のほうの入力画面を表示 
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（担当者 ID＝空白） 

 

 

（担当者 ID にケアマネージャー名を入力） 

 

 

 

（担当ケアマネージャー絞り込み） 

※ 居宅介護支援システムのみ 

 

・ 「担当者 ID」欄にケアマネージャー名を入力

すると、表示データを選択したケアマネージャ

ーの担当分のみに絞り込めます。 

 

（印刷） 

・ 印刷ボタンから参照画面の表を印刷すること

ができます。計画作成のスケジュール管理な

どにご使用ください。 

 

【帳票サンプル】 
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2-2-2.目標期間の一括設定ボタンの追加 

 

計画書の目標等を入力する画面に、目標の期間を一括入力できる機能を追加しました。これにより複

数の目標の期間を 1 回で入力できるようになります。 

 

＜一括ボタンを追加した計画書＞ 

サービス種類 場所 

居宅介護支援 居宅サービス計画書 － 居宅サービス計画書(2) 

訪問介護 訪問介護計画書 － 援助目標 

通所介護 通所リハ計画書 － 計画書 

 

＜居宅サービス計画書＞              ＜訪問介護計画書＞ 

    

 

＜通所リハ計画書＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

 クリックすると、目標の期間をまとめて入力できる画面が開きます。 
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＜期間の一括入力＞ 

 居宅サービス計画書での入力例です。 

 

① メインメニューの居宅サービス計画書をクリ

ックし、計画書の入力画面を開きます。 

  

 

② 利用者・管理日を選択し、「居宅サービス計画

書(2)」をクリックします。 

 

（例）H29/01/01～H29/12/31 の期間を

H30/01/01～H30/12/31 に一括で

変更する。 

  

 

③ 一括をクリックします。 

  

 

④ 期間設定画面が表示されます。期間を入力し、

決定をクリックします。 

  

 

⑤ 処理確認画面が表示されます。はい(Y)をクリ

ックします。 
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⑥ 処理完了画面が表示されます。OK をクリッ

クします。 

  

 

⑦ 入力した期間が、全ての目標の行に同時に反

映されます。 
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2-2-3.訪問介護計画書への総合事業サービスの追加 

 

訪問介護計画書の「具体的援助内容」画面で総合事業のサービスを選択して入力できるように、サー

ビス内容検索画面を追加しました。 

 

＜サービス内容検索＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

制度選択ボタン 介護保険・介護予防・地域密着型・地域密着型予防・総合事業のいずれかを選択し

ます。 

サービス種類 選択した制度に応じたサービス種類が表示されます。 

時間帯 サービス提供時間を入力すると、時間帯に応じたサービス名が表示されます。 

無条件 全てのサービスコードを表示したい場合にチェックを入れます。 

コード サービスコードを表示します。 

※総合事業は事前にサービスコードマスタを取り込んでおく必要があります 

サービス名称 サービス名称を表示します。 

※総合事業は事前にサービスコードマスタを取り込んでおく必要があります 

 クリックすると選択したサービスで入力を確定します。 

 

  

制度選択ボタン 
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＜訪問介護計画書で総合事業サービスを入力する手順＞ 

 

 

 

総合事業のサービスを入力する場合は、事前にマスタを取り込んでおく必要があります。 

総合事業のサービス名を入力するためには、事前に自治体ごとのマスタ（サービスコード表）を介五

郎に取り込んでおく必要があります。マスタ取込の詳細については、別冊の総合事業導入マニュアルを

ご参照ください。 

 

 

① メインメニューの訪問介護計画書をクリック

し、計画書の入力画面を開きます。 

  

 

② 作成したい利用者と管理日を設定します。 

  

 

③ 「具体的援助内容」タブをクリックします。 

  

注意！ 



23 

 

 

④ サービス内容の明細欄でダブルクリックし、

サービス内容入力画面を開きます。 

  

 

⑤ 入力補助をクリックして、サービス内容検索

画面を開きます。 

  

 

⑥ 画面上部の総合事業をクリックします。 

  

 

⑦ サービス種類を選択します。 
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⑧ サービスコードの一覧が表示されるので、入

力したいサービス名称を選択して決定ボタ

ンをクリックしてください。 

（サービス名称をダブルクリックしても同じ動

作になります） 

  

 

⑩ その他の項目も入力して確定をクリックして

ください。 

  

 

⑪ 「サービス内容」「週間予定表」欄に入力した

内容が反映されます。すべての入力が終わっ

たら F9 登録で登録してください。 
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2-2-4. モニタリング表の印刷項目の追加 

 

居宅介護支援でモニタリング表を印刷したときに、居宅介護支援事業所名と担当ケアマネージャー名

を記載するように修正しました。 

 

【新・旧の印刷様式のちがい】 

［新様式］ 居宅介護支援事業所名と担当ケアマネージャー名を記載 

 

 

［旧様式］ 居宅介護支援事業所名と担当ケアマネージャー名が無い 
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2-3.利用票/提供票 

 

2-3-1.データ作成済を表示する「＋」記号の追加 

 

利用票/提供票の入力画面に、データを作成済みであることを示す「＋」記号を追加しました。「利用

票（介護保険/総合事業）」または「別表（介護保険/総合事業）」タブ名の頭の「＋」記号の有無を見

ていただくことにより、サービス内容を入力したかどうかを判別できるようになります。 

これまでサービス内容が総合事業のみの場合、予定や実績を入力したかどうか一見で判断できません

でしたが、この変更によりタブを切り替えなくても確認できるようになります。 

 

＜利用票/提供票入力＞ 

 

 

【「＋」記号の有無】 

（例）利用票予定入力での表示 

＜「＋利用票（総合事業）」と表示＞ 

 

→予定を作成済み 

 

＜「利用票（総合事業）」と表示（＝「＋」が無い）＞ 

 

→予定を未作成 

 

 

この部分 
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2-3-2.取込画面の機能改善 

 

予定や実績を取り込むときの画面を、以下のように修正しました。 

①フリガナ検索機能を追加しました。 

②取込対象として選択中の利用者の人数を表示するようにしました。 

③（居宅介護支援のみ）利用票実績入力の取込画面のレイアウトを見直しました。 

 

【フリガナ検索機能の追加】 

 

 

「利用者名ｶﾅ」欄に検索したい利用者名を半角カ

ナで入力すると、利用者の絞り込みができます。 

【取込対象人数の表示】 

  

 

指定のチェックを入れている利用者の人数を表示

します。 

【居宅介護支援のレイアウト変更】 

（※ システム設定で居宅実績取込方式を「2-サービス実績より」に設定している場合のみ） 

 
 

 

自社分・他社分の絞り込み選択が分かりやすくで

きるように、画面のレイアウトを変更しました。 

 

画面上部の他社分・自社分の表示切替ボタンをク

リックすると、対象になる利用者を絞り込めます。 
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2-4.日報 

 

2-4-1.ブッキング判定の切替オプションの追加 

 

担当者スケジュールで同一ヘルパーのスケジュール上でサービス終了時間と次のサービスの開始時間

が重複している場合（※）、それを重複扱いにするかしないかを選択できるようにしました。 

（※）たとえば、ヘルパーA のスケジュールを以下のように組んだ場合 

① 9:00～10:00 に利用者 1 で身体 2 を提供 

② 10:00～11:00 に利用者 2 に身体 1 生活 1 を提供 

 

＜担当割当重複チェックの設定切替＞ 

 

① 画面左上の「データファイル(S)」→「基本設

定(V)」→「システム設定(V)」と順番に選び、

システム設定画面を開きます。 

  

 

② 「日報設定」タブをクリックします。 
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③ 画面右下に「終了・開始が同時間は非重複」

という項目があります。このチェックをオン

にするかオフにするかで取扱が変わります。 

  ・チェック オン →重複扱いにしません 

  ・チェック オフ →重複扱いにします 

  

 

④ 設定したあとは F9 登録で登録します。 

 

【重複扱いにする／しないのちがい】 

 重複扱いにするかしないかで、介五郎の動作は以下のように変わります。 

①重複扱いにしない場合、日報取込時に警告エラーが表示されなくなります 

＜重複扱いにしない場合＞ 

 

 警告メッセージなし  

 

 

＜重複扱いにする場合＞ 

      

②重複扱いにしない場合、ブッキングリストに記載されません 

＜重複扱いにしない場合＞ 

 

 

＜重複扱いにする場合＞ 
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2-4-2.日報入力での枠外入力方法の変更  

 

通所介護および小規模多機能型居宅介護の一括修正画面で枠外分を入力するとき、これまではチェッ

クのオン／オフでしか入力できませんでしたが、数値で入力できるように変更しました。これにより日

報入力画面でも枠外項目を数量で入力することができるようになりました。 

 

【新バージョンと旧バージョンのちがい】 

（※通所介護と小規模多機能型居宅介護のシステム共通） 

＜枠外項目マスタ画面＞  

（新バージョン） 

 

「既定」欄に日常的に請求する数量を入力します 

 

（旧バージョン） 

 

＜一括修正画面＞  

（新バージョン） 

 

（変更が必要な場合） 

各項目の枠内に直接数字で入力します 

（旧バージョン） 
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2-4-3.担当者空き情報一覧の印刷様式の変更 

 

日報予定入力から印刷できる担当者空き情報一覧の印刷様式を変更しました。これにより、表示単位

を 5 分に設定して印刷したときの時間幅が 6 時間幅から 7 時間幅に伸び、1 時間ぶん多く記載するよう

になります。 

 

【新・旧の印刷様式のちがい】 

［新様式］ 1 ページあたり 7 時間のスケジュールを記載 

 

 

 

［旧様式］ 1 ページあたり 6 時間のスケジュールを記載 

 

 

 

 

 

  

7 時間表示 

6 時間表示 
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2-4-4.（小規模多機能）日報の印刷条件指定の整理 

 

 小規模多機能型居宅介護システムの日報関連の各種帳票を「印刷条件指定」画面から印刷できるよう

に整理しました。また、絞り込みや並べ替えができるオプションも追加しました。 

  

＜日報予定（実績）入力－印刷条件指定＞ 

 

各設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

日別提供日報 日別提供日報を印刷する場合チェックを入れます。 

利用者別提供日報 利用者別提供日報を印刷する場合チェックを入れます。 

月間利用者別状況表（日報） 月間利用者別状況表を印刷する場合チェックを入れます。 

日別提供状況一覧 日別提供状況一覧を印刷する場合チェックを入れます。 

日別枠外日報 日別枠外日報を印刷する場合チェックを入れます。 

利用者別枠外日報 利用者別枠外日報を印刷する場合チェックを入れます。 

条件入力 

 提供日 印刷する期間を指定する場合に期間の開始日と終了日を入力します。 

 利用者指定 特定の利用者分のみを印刷したい場合に▼をクリックして選択します。 

 サービス指定 要介護または要支援いずれかのみに絞り込めます。 

 小規模区分 「通い」「訪問」「泊まり」「看護」のいずれかのみに絞り込めます。 

 並べ替え 1 
印刷時の並び順を「区分順」「時間順」「コード順」「かな順」のいずれか

でそろえます。 

 並べ替え 2 
並べ替え 1 で指定した順番でそろえた結果が同列のデータを、さらに並

べ替え２で選択した順番でそろえます。 
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＜日報入力画面からの印刷＞ 

 

① メインメニューの日報予定入力をクリックし

ます。 

 

  

 

② 印刷したい提供月を選択し、F8 印刷をクリ

ックします。 

  

 

③ 印刷条件指定画面が表示されます。印刷した

い帳票を選択し、必要に応じて条件指定も入

力して決定をクリックしてください。 

 

  

 

④ 印刷確認画面が表示されます。はい(Y)をクリ

ックしてください。 

  

 

⑤ 条件指定の内容にしたがった帳票のプレビュ

ー画面が表示されます。 
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【帳票サンプル】 

（日別提供日報） 

  

（利用者別提供日報） 

  

（月間利用者別状況表（日報）） 

  

（日別提供状況一覧） 

  
（日別枠外日報） 

  
（利用者別枠外日報） 
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2-4-5. サービスコード未設定の対応 

 

 

 

総合事業の独自コード（A3、A4、A7、A8）を記録簿で作成した際に、サービスコードが未設定の

場合に日報入力画面にて未設定であることが表示されます。 

このままでは単位数を算定できないので、日報側でサービス名を設定する必要があります。 

 

 

 

 

＜サービスコードの設定手順＞ 

 

① サービス名が「未設定」の行をダブルクリッ 

  クします。 

 

 

 

  

提供記録簿から日報作成を行う場合のみ 



36 

 

 

 

 

  

日報入力画面にてサービス名が「未設定」のままで

「提供票実績入力」に取り込むと、左記の入力エラ

ーが表示されます。 

日報に戻り、上記の先述の手順でサービス名を入力

してから再度取り込みを行ってください。 

 

 

 

  

 

② サービス名をクリックして、該当のサービス 

コードを選択したら登録（F9）をクリックし 

ます。 

 

 

  

 

③ サービス名が反映します。 

 

 

  

注意！ 
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2-5.出力帳票 

 

2-5-1.特定事業所集中減算集計表の印刷様式の改善 

 

 特定事業所集中減算集計表の印刷様式を、各項目が集中減算チェックシート上の何の項目にあたるか、

わかりやすくなるように修正しました。 

また、提出先の自治体によっては割合の記入を小数点第 2 位まで求められる場合があります。それに

対応できるように、割合のパーセンテージを小数点第 1 位まで表示するか、第 2 位までとするかを選択

できるオプションを追加しました。 

 

＜年間帳票印刷＞ 

 

各設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

割合の表示桁数 
割合のパーセンテージを小数点第一位まで記載するか、小数点第二位まで記載

するかを選択できます。提出先の市町村に合わせて切り替えてください。 
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＜特定事業所集中減算集計表の印刷＞ 

 

① メインメニューの年間帳票印刷をクリックし

ます。 

  

 

② 「期間指定」欄に直接年月を入力するか、「特

定集中減算集計表（3 月～8 月）または「～

同～（9 月～2 月）」のチェックを入れ、印刷

したい期間を指定します。 

  

 

③ 適用したいオプションや条件指定があれば選

択します。 

  

 

④ F8 画面をクリックしてください。 
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⑤ 印刷確認画面が表示されます。はい(Y)をクリ

ックしてください。 

  

 

⑥ プレビュー画面を表示します。内容を確認し

て印刷してください。 

 

【小数点以下の表示桁数によるちがい】 

 「割合の表示桁数」を切り替えると、割合欄の表示が以下のように変わります。提出先の自治体によ

って 2 桁まで必要だったり、1 桁までで良いとされていたり、取り扱いが異なるので各提出先に応じて

設定してください。 

＜小数点第一位＞ 

  

＜小数点第二位＞ 

 

  

 

【印刷時の項目名への補足の追加】 

 印刷した時に記載される項目名に、集中減算チェックシート上での項目名を補足しました。これによ

り集計表とチェックシートの対応関係がわかりやすくなっています。 

 

 

 

 

 

  

小数点以下が1桁 小数点以下が2桁 

サービス種類合計（［サービス名］

を位置づけた居宅サービス件数） 

法人合計（法人事業所が位置づけ

られた居宅サービス計画数） 

利用票件数（居宅サービス計画の総数 ※介護予防は含まない） 
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2-5-2.マスタ出力時の出力データの改善 

 

出力資料のマスタ印刷で利用者台帳を CSV ファイルで出力したとき、何の項目かわかりにくかったり、

担当ケアマネージャー名や事業所名が記載されないなどの問題がありました。 

そこで CSV ファイルの 1 行目を日本語の見出し行にし、担当ケアマネージャー名と居宅介護支援事

業所名を表示する列を追加することで、出力したデータが見やすくなるように改善しました。 

 

＜マスタ印刷＞ 

 

 

各設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

利用者台帳 利用者台帳のデータを印刷・出力するときにチェックします。 

出力様式 
「1-全項目」にしておくことで、利用者台帳のデータを CSV 形式で出力できる

ようになります。 

旧形式で CSV 

ファイルを出力 

バージョンアップ以前の形式で出力したい場合はチェックを入れてください。 
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【新形式と旧形式のちがい】 

① 1 行目の見出し部分が日本語になります 

（新形式） 

 

 

（旧形式） 

 

② 居宅介護支援事業所名と担当ケアマネージャー名が出力されます 

（新形式） 

 

（旧形式） 

 

 

＜利用者台帳の CSV 出力手順＞ 

 

① メニューバーの「出力資料(S)」－「マスタ印

刷(M)」を順番にクリックし、マスタ印刷画

面を開きます。 

  

 

② 「利用者台帳」欄にチェックが入り、「出力様

式」欄が「1-全項目」になっていることを確

認します。（初期値で設定されています） 

  

 

③ F7 出力ボタンをクリックします。 
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④ 印刷確認画面が表示されます。「はい(Y)」を

クリックしてください。 

  

 

⑤ テキストデータ出力画面が表示されます。保

存先を選択して、ファイル名を入力してくだ

さい。 

（ファイル名は任意です。お好きな名前を入力

してください） 

  

 

⑥ 選択した保存先に CSV 形式でファイルが保

存されます。ご使用目的に応じて Excel 等で

編集してください。 

 

【以前の形式でファイルを出力したい場合】 

 

旧バージョンの形式で CSV ファイルを出力し

たい場合は、「旧形式でファイルを出力する」に

チェックを入れて、出力してください。 
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2-5-3.（利用者入金管理）請求書/領収書の印刷方法追加 

 

利用者負担入金管理から印刷できる利用者負担金請求書に、前月分の領収書と今月分の請求書を一括

で印刷できる機能を追加しました。前月提供分の代金をいただく時期と今月提供分の請求書をお渡しす

る時期が重なる流れで請求業務を行っている場合の手間を減らすための変更です。 

この機能は、請求書／領収書を単票形式で印刷する場合にだけ使用できます。 

 

（使用例） 

1 月分の負担金をいただき、その領収書をお渡しする際に 2 月分の請求書も添える場合など 

 

 

 

 

 

＜単票形式への変更＞ 

 この機能を使用するには、請求書／領収書の様式を単票形式にしておく必要があります。 

 

① 「データファイル(S)」－「基本設定」－「シ

ステム設定」とクリックし、システム設定画

面を開きます。 

  

 

② 「印刷様式」の「合計」欄を「3-単票形式」

します。 

  

 

③ F9 登録をクリックして登録します。 

 

お渡し 

代金領収 

1 月分 
領収書 

2 月分 
請求書 

1 月分 

負担金 
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＜請求書・領収書の一括印刷＞ 

 

① メインメニューの利用者負担入金管理をクリ

ックします。 

 

  

 

② 提供月を選択します。 

  

 

③ F8 印刷をクリックします。 

  

 

④ 印刷条件指定画面が表示されます。その中の

「利用者負担金請求書／領収書」にチェック

を入れます。 
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⑤ 「領収書」と「先月」の両方にチェックを入

れます。 

  

 

⑥ （必要に応じて）請求年月日・領収年月日を

入力します。 

  

 

⑦ 決定をクリックします。 

  

 

⑧ 印刷確認画面が表示されます。はい(Y)をクリ

ックします。 
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⑨ プレビュー画面が表示されます。利用者ごと

に［当月分の請求書ページ］→［前月分の領

収書ページ］という並び順で出力します。 

  内容を確認したら印刷をクリックして印刷し

てください。 

 

【単票形式の請求書／領収書サンプル】 

 

＜請求書（当月分）＞ 

 

 

 

 

＜領収書（先月分）＞ 
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2-5-4. （医療看護）高額療養費現物給付額一覧の追加 

 

訪問看護の年間帳票印刷メニュー内に、帳票「高額療養費現物給付額一覧」を追加しました。この帳

票では、医療保険の高額療養費現物給付化の対象者と対象額を一覧表で確認できます。多数回該当者の

確認時などにご参考にしてください。 

 

＜高額療養費現物給付額一覧の印刷＞ 

 

① メインメニューの年間帳票印刷をクリックし

ます。 

 

  

 

② 「期間指定」欄に印刷したい期間を入力しま

す。 

  

 

③ 医療保険ボタンをクリックします。すると、

真中上部の「高額療養費現物給付額一覧」に

チェックが入ります。 

 

  その後 F8 画面ボタンをクリックするとプレ

ビュー画面で印刷前に内容を確認できます。 
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④ プレビュー画面左上の印刷ボタンをクリック

すると印刷することができます。 

 

 

【帳票サンプル】 

期間中に高額療養費を受けた利用者名と給付額を一覧で確認できます。 

  

 

 

 

 

他の医療機関で高額療養費を受けた回数は別途ご確認ください。 

 高額療養費現物給付額一覧表は、介五郎の医療看護実績入力のデータにもとづいて作成しているの

で、他の医療機関で高額療養費を受けた分（＝介五郎の中に無いデータ）を反映しません。他の医療機

関分については、別途ご確認ください。 

 

  

注意！ 
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2-6. 提供記録簿共通（訪問介護・訪問看護・通所介護） 

 

2-6-1.利用者の提供情報表示（訪問介護・訪問看護のみ） 

 

提供記録簿において、タブを切り替えた際に利用者の基本情報がわかるように、情報を表示するよう

に変更しました。 
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2-6-2. レコードセレクタの手入力対応 

 

これまでも矢印ボタンをクリックすることで次の記録簿や前の記録簿に切り替えることができました

が、今回、数値を直接入力することで該当の記録簿を表示することができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-6-3. 抽出条件での利用者 ID 指定 

 

抽出条件にて利用者を抽出する際、開始 ID から終了 ID を指定することができるようになりました。 

これにより複数の利用者をまとめて処理することができます。 
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2-6-4.キャンセル・欠席時の背景表示 

 

記録簿において、キャンセル（訪問介護・訪問看護）や欠席（通所介護）を設定した場合に、記録簿

の背景色を灰色に変更するようにしました。 

これにより記録簿を開く際にキャンセルの記録簿がわかりやすくなりました。 

 

（例）訪問介護の場合 

   

  

灰色 青色 
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2-7.訪問介護提供記録簿 
 

2-7-1.総合事業（A3・A4）記録対応 

 

記録簿入力において、総合事業の A3（独自定率）と A4（独自定額）に対応しました。 

これにより、これまで記録簿に取り込みができなかった総合事業の独自サービスについても記録簿の取

り込み、入力及び管理ができるようになりました。 

 

<記録簿入力画面> 

 

 

 

 

 

A3、A4 のサービスコードについては、独自サービスのため時間等から内容を判断することができま

せん。日報から取り込んだ際のサービスコードがそのまま表示されます。 

そのため、算定する内容の変更を行った場合でもサービスコードは自動的には変更されません。 

次ページの手順で再度選択しなおす必要があります。 

  

注意！ 
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＜サービスコード変更の手順＞ 

 

① 入力解除をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 取込サービスコードの設定ボタンをクリック 

します。 

 

※クリアをクリックするとサービスコードが 

未設定になります。 

 

 

  

 

③ 変更したいサービスコードを選択し、決定を 

クリックします。 

 

  （例）「生活援助型訪問サービス AⅠ」を 

    「生活援助型訪問サービス AⅡ」に変更 

  

 

④ サービスコードの変更が確認できたら 

登録（F9）をクリックします。 
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2-7-2.訪問介護計画書作成日の自動設定 

 

 

 

連絡票①において、直近の訪問介護計画書の作成日が自動設定されるようになりました。これにより

毎回の取得を行う必要がなくなりました。取り込み時に下記の手順にて設定が必要です。 

 

＜自動設定の手順＞ 

 

① 提供記録簿にて取込をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 取込の際に「計画書作成日の自動割当」にチ

ェックが入っていることを確認し、取込開始をク

リックします。 

 

※既定ではチェックが入った状態になっていま

す。自動割当を行わない場合にチェックを外して

ください。 

  

  

③ 取込確認が表示されたらはい（Y）を、取り

込み完了したら OK をクリックします。 

 

  

特定事業所加算の設定を行っている場合のみの機能です。 
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④ 該当の記録簿の「連絡票①」には、直近に作

成した訪問介護計画書の作成日が表示され、内容

についても作成日の内容が自動反映します。 
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2-7-3.連絡事項の一覧印刷 

 

 

 

「今回訪問時の指示」「今回訪問後の報告」「次回訪問時の注意点」について、一覧印刷ができるよう

になりました。日別、利用者別それぞれで印刷することができます。 

 

＜印刷の手順＞ 

 

① 提供記録簿にて印刷をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 連絡事項一覧にチェックを入れてから、「日

別」または、「利用者別」を選択し、印刷したい帳

票（「今回訪問時の指示」「今回訪問後の報告」「次

回訪問時の注意点」）を選択します。 

 

決定をクリックすることで帳票が印刷されます。 

 

  

  

③ 印刷確認が表示されたらはい（Y）をクリッ 

クします。 

  

 

④ 印刷プレビューが表示されるので、必要に応 

じて印刷してください。 

 

特定事業所加算の設定を行っている場合のみの機能です。 
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■用紙の選択について 

（システム設定画面） 

 

 

連絡帳の用紙サイズについては、システム設定の

「全体設定②」「帳票サイズ」にて「A4」または

「A3」の選択をすることが可能です。 

 

A4 は横サイズ、A3 は縦サイズで印刷されます。 

  

 

 

印刷サンプル（日別） 

 

 

 

 

 

「今回訪問後の報告」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡

大 
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印刷サンプル（利用者別） 
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2-8.通所介護提供記録簿 

 

2-8-1.総合事業（A7・A8）記録対応 

 

記録簿入力において、総合事業の A7（独自定率）と A8（独自定額）に対応しました。 

これにより、これまで記録簿に取り込みができなかった総合事業の独自サービスについても記録簿の取

り込み、入力及び管理ができるようになりました。 

 

<記録簿入力画面> 

  

 

 

 

A7、A8 のサービスコードについては、独自サービスのため時間等から内容を判断することができま

せん。日報から取り込んだ際のサービスコードがそのまま表示されます。 

そのため、算定する内容の変更を行った場合でもサービスコードは自動的には変更されません。 

次ページの手順で再度選択しなおす必要があります。 

  

注意！ 
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＜サービスコード変更の手順＞ 

 

① 入力解除をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 取込サービスコードの設定ボタンをクリック 

します。 

 

※クリアをクリックするとサービスコードが 

未設定になります。 

 

  

 

③ 変更したいサービスコードを選択し、決定を 

クリックします。 

 

  （例）「通所型 AⅠ1・半日」を 

     「通所型 AⅡ1・半日」に変更 

  

 

④ サービスコードの変更が確認できたら 

登録（F9）をクリックします。 
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2-8-2. 枠外入力の追加 

 

提供記録簿入力画面にて、枠外の入力ができるようになりました。これまで、記録簿で修正があった場

合には日報入力に取り込み後に修正が必要でしたが、記録簿にて直接数量を変更することが可能です。 

 

＜提供記録簿枠外入力画面＞ 

 
各項目 

項目名 説明 

提供日 サービスの提供日を表示します。 

ID 利用者 ID 表示します。 

利用者名 利用者名を表示します。 

欠席 欠席を含めるにチェックをしている場合、欠席者に「欠」と表示されます。 

開始 サービスの開始時間を表示します。 

終了 サービスの終了時間を表示します。 

合計金額 枠外の合計金額を表示します。 

枠外項目 枠外項目マスタで設定した項目が表示されます。それぞれの項目に数量が表示

されます。ここで直接数量を変更することが可能です。 

条件入力 各項目を選択することで該当する内容を抽出できます。 

 サービス サービス内容で抽出して表示することができます。 

提供単位 提供単位で抽出して表示することができます。 

欠席を含める 欠席の場合も表示する場合はチェックを入力します。 
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＜枠外の入力方法＞ 

 

① 提供記録簿にて枠外入力をしたい「提供日」 

を選択し、メニュー「枠外入力」をクリック 

します。 

 

 

 

  

 

② 日報にてすでに数量が入力されている場合や 

枠外項目マスタにて既定の数量が入力されて 

いる場合、その数値が表示されます。 

 

既定値の変更、入力をする場合は該当の利用 

者、項目をクリックして直接数量を入力し、 

登録（F9）します。 

 

（例）おむつを 1 枚使用した場合 

  

 

③ 印刷（F8）をクリックすることで、枠外記録

表を印刷することができます。 
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2-8-3.連絡帳の追加 

通所介護記録簿に連絡帳の機能を追加しました。 

これにより、各種連絡事項を記録簿と一緒に管理する事が出来るようになりました。 

 

＜連絡帳入力画面（提供記録簿入力）＞ 

 

 

 

 

項目 

項目名 説明 

事業所より 事業所より利用者への連絡事項を入力します。 

ご家族（ご本人）様より ご家族様、ご本人様より事業所への連絡事項を入力します。 

次回予定日 次回のサービス提供予定日を表示します。 

提供時間 次回のサービス提供予定時間を表示します。 
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＜連絡帳の入力方法＞ 

 

 

 

 

 

① メニューのサービス提供記録簿をクリックし 

ます。 

 

 

 

  

 ② 「連絡帳」タブを選択します。 

 

  

 

③ 連絡事項を入力したら、登録（F9）をクリッ

クします。 

 

  次回予定については、既定で次回の予定日が

表示されていますが、新規入力をする場合や

月を跨ぐ場合は手入力が必要です。 

 

※記録上変更されますが、次回の記録簿の時 

間が変わるわけではありません。 
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＜連絡帳の印刷＞ 

 

① 連絡帳を印刷する場合は「提供記録簿・日報 

画面」にて印刷（F8）をクリックします。 

 

 

 

  

 

② 印刷確認が表示されますので、はい（Y）を

クリックします。 

 

  

 

③ 印刷条件設定画面が表示されますので、 

「連絡帳」を選択しクリックします。 

 

 必要に応じて条件を入力したら、決定を 

クリックします。 
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④ プレビュー画面が表示されますので、必要に 

応じて印刷してください。 
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2-9.小変更・補足 

 

2-9-1. 総合事業サービスマスタボタンの追加 

 

メインメニューに「総合事業サービスマスタ」ボタンを追加しました。クリックして開く画面は、メ

ニューバーの「共通台帳」－「総合事業）サービスマスタ」と同じです。使い方の詳細は『総合事業導

入マニュアル』をご参照ください。 

 

＜メインメニュー＞ 

 

 

 

  

総合事業サービスマスタボタン 
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2-9-2. 短期入所療養介護（医療）の項目表示の改善 

 

事業所台帳で短期入所療養介護（医療）の施設情報を入力するときの「施設区分」欄の表示順を、「病

院型」などの類型ごとにまとまるように変更し、選びやすくしました。 

また、利用票入力でサービス名を選択する際の選択肢も、設定した施設区分に関係の無い選択肢は表

示しないようにし、選びやすくなるようにしました。 

 

【事業所台帳－「施設区分」欄】 

（新バージョン） 

  

 

（旧バージョン） 

 

リストの並び順 

2-病院療養型 

病院型 

2-病院療養型 

「病院型」 

「診療所型」 

「認知症疾患型」 

の順番が不同 

6-ユニット型病院療養型 3-診療所型 

A-病院経過型 4-認知症疾患型 

C-ユニット型病院経過型 5-*基準適合診療所型 

3-診療所型 
診療所型 

6-ユニット型病院療養型 

7-ユニット型診療所型 7-ユニット型診療所型 

4-認知症疾患型 

認知症疾患型 

8-ユニット型認知症疾患型 

8-ユニット型認知症疾患型 A-病院経過型 

B-認知症経過型 B-認知症経過型 

5-*基準適合診療所型 現在は不使用 C-ユニット型病院経過型 

 

【サービス内容入力】 

（新バージョン） 

・施設区分と関連するサービス名のみ表示 

 

施設区分＝病院療養型に設定しているため、病院

療養型に関わるサービス名のみ表示されている 

（旧バージョン） 

・施設区分と関連しないサービス名も表示 

 

施設区分＝病院療養型に設定しているが、診療所

等のサービス名も表示されている 
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2-9-3.更新タイミングの設定項目追加 

 

 システム設定で自動更新で介五郎をバージョンアップするときのタイミングを設定できる項目を追加

しました。この設定は弊社提供のクラウドサービスなどをご利用されている時だけ関わる項目で、通常

は設定を変更しないでください。 

 

＜システム設定－端末設定＞ 

 

各設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

更新タイミング 

介五郎のバージョンアップを実行するタイミングを変更できます。 

「0-通常更新」 

更新プログラム配信後初回の介五郎起動時にバージョンアップを行います。 

「1-親機完了後」 

親機のバージョンアップ完了を確認してからバージョンアップを行います。 

 

 

 

 



 



INFO-TEC
 Co

rp
ora

tion
 products KAIGOROU since 2002

発行：株式会社インフォ・テック

（TEL）06-6975-5655　（FAX）06-6975-5656

〒537-0025
大阪府大阪市東成区中道 3丁目 15 番 16 号　毎日東ビル 2F

http://www.info-tec.ne.jp/


